帆走指示書

第３９回　全日本470級ヨット選手権大会　
（兼　第２４回　全日本女子470級ヨット選手権大会）
主　催　　　日本４７０協会
公　認　　  財団法人 日本セーリング連盟(H22-48)
後　援　　　兵庫県セーリング連盟、関西学生ヨット連盟
協  賛　　　ヤマハ発動機株式会社、ウイダーinゼリー、

オクムラボート販売株式会社
協　力　　　新西宮ヨットハーバー株式会社

期　日　　　２０１０年１１月１８日（木）～２３日（火）
　　　　　　計測　11/18～11/19、レース　11/20～11/23
場　所　　　西宮市　新西宮ヨットハーバー
帆走指示書
1． 規則
1.1　  本大会は、『2009-2012セーリング競技規則（以下、規則という）』に定義された規則を適用する。ただし、この帆走指示書（以下、指示という）で変更されたものを除く。
1.2　  付則Pを指示14の通り変更し適用する。
2． 競技者への通告
競技者への通告は、出艇申告受付所前に設置された公式掲示板に掲示する。
3． 帆走指示書の変更
帆走指示書の変更は、それが発効する日の最初のスタート予告信号予定時刻の60分前までに掲示する。
レース日程の変更は、それが発効する前日の18:00までに掲示する。
4． 陸上で発する信号
4.1　  陸上で発する信号は、出艇申告受付所前のポールに掲揚する。

4.2　  回答旗が陸上で掲揚された場合、レース信号“回答旗”説明文中の「1分」を「30分以降」と置き換える。

5． レース方法
5.1　  全日本選手権大会は男女混合の大会とする。全日本女子選手権大会はそれに含まれた大会である。
5.2　  本大会は、予選、決勝レースからなる。
5.3　  予選レースは、全艇同時スタートとする。
5.4　  決勝レースは、指示17.4(a)及び(b)に従って記録された予選の成績順に、ゴールドクラス（上位半数）とシルバークラス（下位半数）のグループに振り分けて行われる。ゴールドクラスの艇数は、シルバークラスの艇数と同数か、1多い艇数とする。
6．レースの日程
6.1　レース日程
　　　  日　　付　　　　レースの種類　　         予定レース数　　   最初のﾚｰｽのｽﾀｰﾄ予告信号予定時刻
11月20日（土）　　 予選
３
０９:２５
11月21日（日）　　 予選
４
０９：２５
11月22日（月）    決勝
４
０９：２５
11月23日（火）    決勝
３
０９：２５
※　レース委員会は、11月20日及び11月22日は気象状況により追加の1レースを行うことがある。

6.2　レースの延期が長引いている場合及び同じ日に引き続きレースを行う場合、レースが間もなく始まることを艇に注意を喚起するために、予告信号を掲揚する最低４分以前に音響信号１声と共にオレンジ旗を掲揚する。
6.3  11月23日の決勝レースは13：31以降の予告信号は発せられない。
6.4　  (a)　予選が3レースを完了しない場合、11月22日の決勝レース日を予選レース日とする。なお、予選を終えたその日に決勝を開始することはない。
(b)　11月22日までに決勝レースが1レースも行なわれなかった場合、予選成績結果で、ゴールドクラス・シルバークラスを振り分けし、11月23日にレースを実施する。
   (c)決勝レースが１レースも行われなかった場合、予選成績で順位を付ける。
7．クラス旗

クラス旗は、次の通りとする。
予選
･････････････････････
４７０旗

決勝
ゴールドクラス･･･････
Q 旗

決勝
シルバークラス･･･････
４７０旗

8．レース・エリア

  別添図Ａにレース・エリアを示す。レース委員会は状況によりレース・エリアを移動することがある。

9．コース
9.1　  別添図Ｂに、おおよそのレグ間の角度、通過するマークの順と通過する側及び決勝レースにおけるコース信号を含むコースを示す。
9.2　　 決勝レースにおけるコース信号は、そのクラスの予告信号と同時にレース委員会信号艇に掲揚され、準備信号とともに降下する。
9.3　  風上-風下-トライアングル・コースのマーク3、あるいはトラペゾイド･コースのマーク4からマーク1へのおおよそのコンパス方位は予告信号以前にレース委員会信号艇に掲示する。
10. マーク
10.1　  別添図Bで示すマーク1、2、3、4は、オレンジ色の三角錐のブイとする。ただし、マークの数字は無視するものとする。
10.2　  スタート・マークはスターボードの端にあるレース委員会信号艇と、ポートの端にあるレース委員会艇とする。

10.3　  フィニッシュ・マークはポートの端にあるレース委員会艇と、スターボードの端にある黄色の円筒形ブイとする。

10.4　
指示12の新しいマークは、赤色三角錐形のブイとする。
11. スタート
11.1　  スタート・ラインは、スタート・マーク上のオレンジ色旗を掲揚しているポールの間とする。

11.2　
スタート信号の4分以降にスタートする艇は、審問なしに「スタートしなかった“DNS”」と記録される。これは規則A4及びA5を変更している。

11.3　
レースが再スタートまたは再レースとなった場合に掲示される規則30.3に抵触した艇のエントリー番号は、 次のレースの予告信号前に、レース委員信号艇の掲示板に掲示される。この項は規則30.3を変更している。

11.4　
先にスタートするクラスの準備信号からスタート信号までの間、後にスタートするクラスの艇は、スタート・エリア（別添図Cに示す）を回避していなければならない。

11.5　　　ゼネラル・リコールの際、艇に知らせるためレース委員会信号艇以外のレース委員会艇にも第一代表旗を掲揚する場合がある。ただし、レース委員会信号艇以外のレース委員会艇が行う第一代表旗の掲揚・降下については、競技規則レース信号の｢予告信号は降下の１分後に発する｣の意味は持たないものとし、音響の無声も無視されるものとする。これは規則レース信号及び規則29.2を変更している。
12. コースの次のレグの変更
コースの次のレグを変更する為に、レース委員会は、新しいマークを設置し（またはフィニッシュ・ラインを移動し）、実行できれば直ぐに元のマークを撤去する。　なお、レグの長さの変更を示す「＋」および「－」の掲示は行わない。これは、競技規則33(ｂ)を変更している。

その後の変更で新しいマークを置き換える場合、そのマークは元のマークで置き換える。

13．フィニッシュ
13.1  
フィニッシュ・ラインは、ポートの端にあるフィニッシュ・マーク上の青色旗を掲揚しているポールと、スターボードの端のフィニッシュ・マークの間とする。

13.2  
レース委員会は、フィニッシュ記録をサポートさせるために、スターボードの端のフィニッシュ・マークの外側にレース委員会艇を配置することがある。

14. ペナルティー方式
規則42違反に対し、付則Pを適用する。ただし、付則P1文中の「セール番号」を「エントリー番号またはセール番号」に置き換える。

15. ターゲットタイムおよびタイム・リミット
15.1　
予選及び決勝レースのフィニッシュのターゲットタイムは60分とする。レース委員会は、規則32に基づく理由によるコースの短縮またはレースの中止のほか、先頭艇がターゲットタイムをクリアしそうにないときは、レースを短縮あるいは中止することがある。この項は規則32を変更している。

15.2　
指示15.1の時間通りにならなくても、救済要求の根拠とはならない。これは規則62.1(a)を変更している。

15.3　
先頭艇がコースを帆走して、フィニッシュ後15分以内にフィニッシュしない艇は、審問なしに「フィニッシュしなかった“DNＦ”」と記録される。この項は、規則35、規則A4及びA5 を変更している。

16．抗議と救済要求

16.1  
抗議書はプロテスト委員会事務局で入手できる。抗議は抗議締切時刻以前にプロテスト委員会事務局に提出されなければならない。抗議締切時刻は公式掲示板に掲示される。

16.2  
抗議締切時刻は、その日の最終レース終了後60分とする。

16.3  
救済要求の締切時刻は、指示16.2の抗議締切時刻か当該インシデントから１時間以内のいずれか遅い方とする。この項は規則62.2を変更している。

16.4  
レース委員会またはプロテスト委員会からの抗議を規則61.1(b)に基づき被抗議艇に伝えるために、当該委員会は“抗議の公示”を掲示する。

16.5  
審問の場所及び時刻、抗議の当事者、または証人として指名されたものを競技者に知らせるため、“抗議の通告”を抗議締切時刻後30分以内に掲示する。

16.6  
審問は基本的に抗議受付順に行う。当事者は、プロテスト委員会事務局前に待機していなければならない。

16.7　
付則Pによりペナルティーを受け、ペナルティーを履行したか、またはプロテスト委員会により失格とされた艇のリストは、その日のレース終了後に掲示される。

16.8　　　指示の11.5、18、19、20、21、22、23及び26の違反は、艇による抗議の根拠とはならない。この項は規則60.1(a)を変更している。これらの違反に対するペナルティーは、プロテスト委員会が決めた場合には、失格より軽減することができる。この指示に基づく裁量のペナルティーに対する得点の略語は、“DPI”である。
16.9  
予選及び決勝の最終日では、審問の再開の要求は、次の時間内に提出されなければならない。

（a）


再開を要求しようとする当事者が前日に判決を通告された場合には、抗議締切時刻まで。

（b)  
再開を要求しようとする当事者がその当日に判決を通告された場合には、通告後30分以内。

この項は、規則66を変更している。

16.10
予選と決勝の最終日、プロテスト委員会による審問の判決を理由とする救済要求は、判決が掲示された後30分以内に提出されなければならない。この項は、規則62.2を変更している。
17．得点
17.1   予選は3レース、決勝は1レースの完了でそれぞれのレースは成立する。大会が成立するには、予選決勝
を通じ3レース以上を完了しなければならない。

17.2　  決勝が1レースも行われなかった場合、予選の成績で順位を付ける。

17.3   指示17.4に従って除外される得点を除き、艇の得点は、予選、決勝レースの得点の合計とする。

17.4　

艇のシリーズの得点は次の通りとする。
（a)
成立レースが4レース以下の場合は、全レースの得点の合計とする。　　　　　　　
（b)
成立レースが5レース以上の場合は、最も悪い得点を除外したレースの得点の合計とする。
17.5 　(a)  指示18.1の出艇・帰着申告違反艇はレース委員会により“PTP”と記録され、確定順位の得点に3を加
えた得点が審問なしにペナルティーとして課せられる。ただし、参加艇数+１の順位の得点より悪い得点が与えられることはない。この項は規則A5を変更している。

 (b)
出艇申告違反の場合は直後に行われたレース、帰着申告違反の場合は直前に行われたレース、出艇帰着ともに申告しなかった場合はその間に行われた全てのレースに対しペナルティーが与えられる。レースが1度も行われず帰着した場合は、ペナルティーは課せられない。この項は規則64.1（ｄ）を変更している。
17.6　
全日本女子４７０級選手権大会の得点は、全日本選手権大会における最終成績から女子の得点を抽出して順位をつける。女子の順位を個別に再計算、記録することはない。
18．安全規定
18.1   出艇申告及び帰着申告

(a)  レースに参加しようとする艇長は、出艇前に出艇申告受付所にて“出艇申告書”にサインしなければならない。出艇申告はその日のレースのスタート予告信号予定時刻の60分前より受け付ける。帰着後、その日に再出艇する場合も同様に、出艇申告しなければならない。

(b)
艇長は、帰着後速やかに“帰着申告書”にサインしなければならない(修理等による一時帰着は除く)。その日の最終レース終了後に帰着申告する場合は、抗議締切時刻までに完了させなければならない。レース委員会はこの時間を延長することができる。

18.2　
レースに参加(出艇)しない艇は、速やかにレース委員会に“リタイア報告書”を提出しなければならない。

18.3　
レースをリタイアした艇は、可能であれば、できるだけ早くその旨をレース委員会艇に伝え、帰着後“リタイア報告書”をレース委員会に提出しなければならない。

18.4　　レース委員会が危険と判断した艇に対して、出艇禁止の勧告を行うことができる。
19． 装備と計測

19.1
損傷または紛失した装備の交換は、レース委員会の承諾なしでは許可されない。交換の要請は、最初の妥当な機会にレース委員会に行わなければならない。

19.2
艇または装備は、クラス規則と帆走指示書に従っていることを確認するため、いつでも検査されることがある。水上では、艇は、レース委員会により、検査のために直ちに指定エリア（レース委員会信号艇の右風下側）に向かうことを指示されることがある。

19.3　　水上にいる間、衣服または個人装備を一時的に替えたり整えたりする間を除き、競技者は個人用浮揚用具　　　 を着用していなければならない。ウェット・スーツとドライ・スーツは、個人用浮揚用具ではない。この項は規則第４章前文及び規則40を変更している。

20．識別

20.1　運営艇
運営艇に掲揚される識別旗は、次の通りとする。

レース委員会艇　････・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・赤字でＲＣと書かれた白色旗

プロテスト委員会艇　･･･････････････････････････・・・･赤字でＰと書かれた白色旗

20.2　レース艇

艇は、受付時に配布されたエントリー番号を指示された位置（別添図Dに示す）に付けなければならない。
20.3　支援艇

支援艇は、レース委員会事務局が交付する緑色旗を掲揚しなければならない。
20.4　追加の識別

レース中のそれぞれの日において、その日の08:00の時点で得点合計が1位、2位、3位の艇は、識別が可能なビブの着用を要求することがある。この項を実施する場合、１１月１8日に公式掲示板にて通告する。その日に着用しなければならない艇に対し、ビブは当日08:20から出艇申告受付所にて配付する。

21．支援艇

21.1
艇の支援要員が支援艇を用いる場合は、事前にレース委員会に登録しなければならず、指示20.3の識別旗の交付を受けなければならない。

21.2
支援艇はレース委員会が許可した場合を除き、先発クラスの予告信号から、すべてのレース艇がフィニッシュするか、またはレース委員会が延期、ゼネラル・リコールもしくは中止の信号を発するまで、スタート・エリア、艇がレースをするエリア及びフィニッシュ・エリアに入ってはならない。進入禁止エリアは別添図Cに示す。

21.3

レース委員会信号に数字旗8が掲揚された場合は、全ての支援艇は、救助活動に従事しなければならない。この旗は、レース中であっても掲揚されることがある。この場合、指示21.2は適用しない。

21.4
支援艇は、レース委員会の無線通話を傍受してはならない。ただし、数字旗8旗が掲揚された場合を除く。

21.5
指示20.3、21.1及び21.2に従わなかった場合、レース委員会及びプロテスト委員会は、違反した支援艇に関連する全てのレース艇に対し、抗議することができる。

22．ゴミ投棄禁止

艇は、海上においてゴミを投棄してはならない。ゴミは支援艇に渡すことができる。

23．無線通信

全てのレース艇は、海上でのワイヤレスの通信機器（携帯電話を含む）の所持及び使用を禁止する。

24．賞

24.1　
賞は次にように与える。
優　勝
優勝杯（持ち回り杯）

賞状及び賞品
2位～６位（全日本女子は2位～3位）
賞状及び賞品

7位～８位（全日本のみ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　賞状
24.2　
男子は今大会の上位25位以内、女子は上位30位以内または女子のみの上位5位以内のチームに対し、2010年度ナショナルチーム選考レースへの参加を認める。

25．責任の否認  

競技者は、完全に自己のリスクで大会に参加している。規則４「レースをすることの決定」参照。主催団体は、大会前、大会中または大会後と関連して受けた物的損傷または個人の負傷もしくは死亡に対する責任を否認する。

26．保　険
それぞれの参加艇は、自己の責任と負担において、自己及び第三者のあらゆる損害をカバーすることができる保険に加入しなければならない。
添付図Ａ（レース・エリア）
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　　　　　　　※　レース・エリアは変更されることがある。
添付図B（レース･コース）

予選レースで帆走するコースは次の通りである。

S-1-2-3-1-3-F

決勝レースで帆走するコースは次の通りである。

コース 1 の場合　　数字旗　１　　　　　　　　コース 2 の場合　　数字旗　２
　　　          　S-1-2-3-2-3-F                               S-1-4-1-2-3-F

別添図C（指示11.5および21.2に規定する進入禁止エリア）(       で示す  )
　　　①指示11.5に規定する進入禁止エリア

②指示21.2に規定する進入禁止エリア（艇がレースをするエリア及びフィニッシュ・エリア）
（各マークより外側へ150ｍの範囲、及び艇が帆走するであろう範囲）
　　　　　　　　　　　　　　予選レース時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決勝レース時（コース２も同様）

別添図D（指示20.2に規定するエントリー番号貼付位置）


多少の誤差は許容される(単位:ｍｍ)
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